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ABSTRACT

ImthlSreSearCh・IprocessedbycomputerthetotalnumbersofschooIs，

teachersand studentsln SenlOr hlgh schooIs，JunlOr COlleges，four－year

COllegesand unlVerSltleS aH overJapan．The data statlStlCally processed

arethosebetween1950－1997・InsenlOrhlghschooIsbetween1950－1998，all

the numbers of schooIs，teaChers and students are on thelnCreaSeaS the

SChoolyear passes，Whlle they have been on the decrease slnCe1990．The

totalnumbers ofJunlOr CO11eges are on thelnCreaSe between1950－1997，

butln1998they decrease as manyJunlOr COlleges have been closed The

totalnumbersofteacherslnJunlOrCOllegesbetween1950－1992areonthe

lnCreaSe，and they have decreased slnCe1993，allttlelater thanln SenlOr

hlgh schooIsIn four－year COllegesand unlVerSlties，all the numbers of

SChooIs・teaChersland students are on thelnCreaSe from1950through

1998．

1classlfled the appllCantS for admlSSlOn tO Osaka UnlVerSlty Of

EconomlCSandLaw（OUEL）lntO thefollowlng threegroups astoeach

departmentofeconomlCSandlaw Inthe flrStgrOup（1987L1989），the

appllCantS for economlCSln number are on the decrease，Whlle the

appllCantS forlawgo to thecontraryIn thesecondgroup（1990－1995），
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the appllCantS both for economlCS andlawin number show no marked

fluctuatlOn．Inthethlrdgroup（1950－1999），eVeryfactgoesbycontrarleS

to the rlrSt grOup

In classlfled the appllCantS（1994－1999）ln mumber accordlng tO

belonglnghlghschooIsof theunlVerSltleSlnOsakaprefecture．Itgoesas

follows・①大阪学院大学，②大阪工業大学，③大阪産業大学付属　④大阪商

業大学，⑤大阪体育大役商，⑥大阪電気通信大学，⑦近畿大付，⑧阪南大学

and⑨大阪商大堺．In classlfled the successful appllCantS（1994，1999）1n

the order of merlt aCCOrdlng tO their natal prefectureJt goes as

follows・①阪南大学，②大阪産業大学付属，③大阪商業大学，④大阪工業大学，

⑤近畿大付，⑥大阪商大堺，⑦大阪体育大浪商，⑧大阪電気通信大学and⑨

大阪学院大学．阪南大学，大阪産業大学付嵐大阪商業大学are the top three

belonglng hlgh schooIs of the unlVerSltleSln Osaka prefecture bothln

the number of appllCantS and the number of successfulappllCantS．

んey　∽Or‘由　良αわめCαJ A几α～ッ515，托umber　扉　wgェCαmrS　αnd　花umber q／

5uCCeS古布　qpがICαnb

［大阪経済法科大学論集　第75号］［ケんeReuleLU扉OsαたαmlUergl抄〆EcoJもOm乙CS

α乃dエαM，75（7999），封一β∂］

1　は　じ　め　に

本学は、1971年4月に、大阪府八尾市に経済と法学の2学部が、同時に設立・

許可され、以来28年の歳月が流れて今日に至った。その間、教職員は社会の期

待にそうへく懸命に努力をしている。本学の教員は250名、職員は150名、合わ

せると約400名であり、在学生は約4，000名である。本学の学生は、海外留学生

（今までに中国、韓国、ロシア、台湾）を含め、北は北海道・青森から、南は

沖縄まで、全国の各地から集まっている仲間と楽しく勉学に励んでいる。そし

て、本学の下宿生は、約40％である。

本学の国際化、情報教育および資格習得について要約する。第1点に、国際

化である。1年から4年までに一Hした語学力を身につける教育である。第2
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外国語では、トイツ語・フランス語・中国語・朝鮮語およびロシア語の5カ国

語である。新しい語学教育（読む・書く・聞く・話す）および英語専修コース

を開講している。第2点に、情報教育である。1年から4年までに一貫した情

報教育を身につけることである。①学生全員にEメールアドレス、②自宅から

大学や世界「「1にアクセス、③授業支援システム、④インターネット教育、⑤マ

ルチメディア教育、⑥教員の在宅研究、⑦学生の在宅学習支援、⑧他大学や地

域との情報交換、⑨就職所動にも活用および⑬海外学術交流提携校（世界12カ

国にある28大学や研究機関）と情報交流なとが盛んに行っているユニークな大

学である。第3点に、資格・検定講座である。Wスクール発想から、各種資格・

検定対策講座（11種目）が設け、全国の中でユニークなことは、無料のS講座

（特修講座）の制度を導入したことである。特修講座名は、司法試験等を目指

す法職講座、公認会計士を目指す会計職講座および大学院進学を目指す研究職

講座の3講座である。第4．点に、特別研修制度である。資格取得の環境設備の

ために、卒業生を全曲的にハンクアップするシステムである。卒業後3年間も

返済義務のない月観11万円の奨学金を給付することと、同時に、学内の施設や

関連講座も白由に活用できる特典制度のユニークさである。さらに、ユニーク

なことは国会議員を客員教授として迎えておることである。

卒業生の小には、公務員・プロ野球選手・マスコミ・公認会計士・弁護士や

京都大学をはじめ16人学院入学（10の国公狂人学院大学進学および6の私立有

名大学）への進学者も数多いのである。今年は、在学者に、司法試験に関する

短答試験合格者が誕ヰしている。その他に、教員はよりよい社会を作るために、

教育と研究の一層の充実発展に貢献し、その成果を学会誌や国際会議に報告し

ている。さらに、本学の4研究所では、客員研究員とともに、定期的に太平洋

地域の各国で国際会議を主催しているなど、他の大学と違ったユニークさがあ

る。

以卜のことから、高校・短大および大学の傾向と分析や本学の入学志願者

（推薦入学と人阪経済法科人学に多数推薦していただく各大学の付属高校）の

データを中心に解析を行ったのである。ここに、以Fのように報告する。
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2．全国における高校・短大・四大の統計分析12）

21全国における高校や四年生大学（四大）の学校数

全匝＝こおける高校・短大・四大の統計値は、文部省編「我が国の文教施策」

のデータを引用した1・2㌔　ここでは、文部省のデータ（’50～’98）から，90～，98

に限定して、学校数の将来を予測するのが目的である。全国の学校数と年度と

の関係を、7七あJdとダね．J（高校は上段、短大・四大は下段）にプロットした。

全国の高校数は、’50では4，292校である。それから増加し，90では1．28倍の5，506

校のピークに達した。それから減少し始め、，97では128倍の5，496校と減少し、

さらに廃校の傾向である。一方、全国の四大数は、’50では201校である。それ

から増加し’90では241倍の507校となり、，98ではさらに増加し395倍の604校

と増加の傾向である。すなわち、高校数や短大数は減少の傾向であるのに対し

て、4年生の大学数は増大の傾向である。

高四校比率（＝高校数／四大数）は、，50では21．35から減少し、，70では12．

56、’90では10．86の半分以下に減少し、’98では909のなお著しい減少である。

短四校比率（＝短大致／四大数）は、’50では074から増加し、’70では125の

ピークになり、それから減少し始め、’90では117に減少し、なお’98では比率0

97の著しい減少である。この比率は、さらに減少する可能性がある。すなわち、

短大数より4年生大学数が、逆転している年代である。，90からは著しく減少

するため、負の回帰係数である。短大数は、’90～’96間では年々ゆるやかな増

加の傾向であるが、’97からは廃校が増加する傾向である。したがって、今後、

短大数は、高校数と同様に減少の傾向である。四大数は、短大の廃校と再編の

ため、当分は増加の傾向である。自由化により大学間の競争は、より一層激し

くなるのである。

2　2　全国における高校・短大・四大の教員数

全国の高校教且数は、’50では8万3千名である。それから増加し，90では

3．45倍の28万6千名のピークに達した。それから減少し始め、，98では約1万

名が減少し330倍の27万3千名と減少の傾向である（7伽g戌とダ短．2）。全国の
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rαbJd　全国学校における各年度と学校数との関係

（月eJ血0乃わefuee乃eαe九gC／100gッeαrmd出花umber（ゾsc／100上古）

年　　肢 俘)9乂xﾕｨ����%ｨｯｩ�Xｧx�����X����ｧr�高校／大学 �%ｩ�X���Xｧr�
’50 ��21．35 ���CsB�

’60 ��18．77 ���C�B�

’70 ��12．56 ���C#R�

’80 ��11．68 ���C�b�

’90 ��10．86 ���C�r�

’92 ��10．52 ���C�2�

’93 ��10．30 ���C���

’94 ��9．96 ���C�r�

’95 ��9．74 ���C�R�

’96 ��9．54 ���C�B�

’97 ��9．38 ���C�"�

’98 ��9．09 ���C途�

MAX ��21．35 ���C#R�

AVG ��11．98 ���C�r�

MIN ��9．09 ���CsB�

STD 鼎3������������C������������3B�3，94 ���C�2�

rαわJeg　全国学校における各年度と教員数との関係

（如上αhon bどれgem gαCたぶC／00りeαr（nd止5mmber扉拍αC grS）

年　　度 俘(��ﾕｨ������%ｨ���X�������X��ｧr� �%ｩ�X���Xｧr�

’50 塔(�C�3(��������(�3�#H���������3S3B�7．19 ���C���

’60 ��3��3s����������h�33滴������CH�3C3B�2．96 ���C�B�

’70 �#�(�3CC��������X�33#�������sh�3#sR�2．65 ���C#��

’80 �#C8�3S�(�������h�33s(������(�3塔��2．37 ���C�b�

’90 ��2，31 ���C�r�

’92 ��2，20 ���C�b�

’93 ��2，14 ���C�b�

’94 �#�(�C�ス������#��3田H�����3H�3イ��2．09 ���C�b�

’95 �#���3��x������#��3s�(�����3x�3CcB�2．05 ���C�R�

’96 �#s��CピH������#��3#滴�����3��3c���2．00 ���C�R�

’97 �#sh�C�CX���������3ャX�����C��3sコ�1．95 ���C�B�

■98 ��1．89 ���C�2�

MAX �#ド�3��h������#��3�s������CH�33���7．19 ���C#��

AVG ��2．65 ���C�b�

MIN ��1．89 ���C�2�

STD ��1．46 ���C�"�
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ダね．2　全国学校における各年度（’朗一一夕の　と教且数との関係

（月eヱα比On bg亡uegm eαe九gC九00ヱッeαrαnd山花Umberげ亡eαeたers）

四大教員数は、’50では短大の約55倍の1万2千名である。それから増加し’90

では108倍の12万4千名になり、それからさらに増加し、’98では12．5倍の14万

4千名で増加の傾向である。

扁四教比率（＝筒校教員数／四大教員数）は、’50では7．19から減少し、，70

では265、’90では231の約3割に減少し、’97では195（約2倍）と’98では1．89

（約2倍）に減少している。短四教比率（＝短大教員数／四大教員数）は、’50

では018から増加し、’70では020のピークになり、それから減少し始め、，90

では0．17に減少し、なお’97では014と’98では0．13の著しい減少である。この

比率は、さらに減少する可能性がある。ここでは、文部省のデータ（’50～’98）

から1990年代における’90～’98に限定して、教員数の将来を予測するのに重要

なデータになるのである。今後、短大教員数は、高校教員数と同様に減少の傾

向である。四大教員数は、短大の廃校となる代わりに四大になるため、当分は
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増加の傾向である。

2　3　全国における高校・短大・四大の在学音数

高校在学者数は、’50では194万名である。それから増加し，90では2．91倍の

562万名のピークに達した。それから減少し始め、，97では約125万名が減少し

226倍の減少傾向と’98では約136万名が減少し2．20倍の減少傾向とである

（rα抽βとダfg．タの上段）。短大在学者数は、，50では1万5千名である。それか

ら増加し、’90では3175倍の48万名から，93ではその35．12倍の53万名のピーク

に増加した。それから減少し始め、，97では約8万5千名が減り、44万7千名

と減少の傾向と98では約11万5千名が減り、41万6千名と減少の傾向である。

四大在学者数は、’50では短大在学者数の約1490倍の22万5千名である。それ

から増加し’90では9．52倍の213万3千名になり、さらに増加し、，97では11．71

倍の263万4千名と’98では1186倍の266万7千名で増加の傾向である。この四

大在学者数と年度との関係は、ダわ．∂の下段における中部の直線グラフのよう

になり、’90～’97間の回帰方程式と決定係数（Rりを求めた24）。

全国高校の在学者数＝2132－17496年……R2＝0995…　　　・（1）

全国四大の在学者数ニー448＋7．376年・‥・R2＝0．981‥　　　・（2）

つぎに、’90～’98問の回帰方程式と決定係数（R2）を求めた。

全国高校の在学者数＝2085－14．375年＝…R2＝0997………………（3）

全国四大の在学者数＝，394十2．293年…・HR2＝0．984………………（4）

全国高校の在学者数において、1年の経過によって、式1と式3の比較を行っ

た。すなわち、回帰係数の式1は式3より大きく、決定係数の式1は式3より

わずかに小さい。一方、全国大学の在学者数において、回帰係数と決定係数は、

全国高校の在学者数と同様な傾向である。

ここまでは、西暦を2桁にして回帰方程式を求めた。高校在学者減少の直線

グラフと四大在学者増加の直線グラフが、交差する年度を求めるためダわ．才の

下段のように表示した。その年度は、下方向きの矢印のように、2007から2008
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高　校　生　数 

大　学　生　数 

短　大　生　数 

’50　’60　　70　’80　’90　’92　’93　’94　’95　’96　’97　’98

各　年　度

y＝憲・竺言慧ニ695・6　高校生数易 

大　学　生　数 ��

yニ0．0047X－99．144 ��

R巨＝0．9687 ��

1990　1992　1994　1996　1998　2000　2002　2004　2006　2008

各　年　度

FIg．3　全国学校における各年度（一方0－’9β）と在学者数との関係

（月eαわ0m鮎uee几edCわざC OOりe（rmd止£几Umber（ゾsfudemfg）
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mbJeg　全国学校における各年度と在学者数との関係

（Re丘か0几　g如ee花eαC gCん00りeαrα几dl始れum erq古址deng）

年　　度 俘)9乂xﾕｨ����%ｨｯｩ�Xｧx�����X����ｧr� �%ｩ�X���Xｧr�

’50 ���3�3X�3����������X�C�嶋������##H�3�#2�8．60 ���C�r�

’60 �8�3#3��3C�h�������8�3CSx������c#h�3C#��5．17 ���C�2�

’98 滴�3#3��3SC(������#c8�3#������3C�h�3S#��3．01 ���C���

’80 滴�Cc#��3�3�������3s��3�#H����C�3X�33�"�2．52 ���C#��

’90 店�Cc#8�333h������Cs��33�����(�3�38�33c"�2．64 ���C#"�

■92 店�3#���3C度������S#H�3S3�����(�3#�8�3#c��2．28 ���C#2�

’93 店�3����3Cs(������S3��3#滴����(�33��3cC��2．10 ���C#"�

’94 滴�3ツ(�Cs#X������S#��3c3�����(�3C���C��R�1．96 ���C#��

’95 滴�3s#H�C鼎X������C嶋�3S�h����(�3SCh�3cC��1．86 ���C#��

’96 滴�3SCx�3CS�������Cs8�3#s�����(�3S塗�3cs��1，75 ���C���

’97 滴�33s��33C�������CCh�3sS�����(�3c38�3�#��1．66 ���C�r�

’98 滴�3#S��3c3x������C�h�C�#x����(�3ccx�3#唐�1．60 ���3�b�

MAX 店�3c#8�333h������S3��C#滴����(�3ccx�3#唐�8．60 ���3#2�

AVG 滴�33ベ�3���������3ス�3#c�����3塔h�33���2．93 ���C���

MIN ���C�3X�3��������X�3�嶋������##H�3�#2�1．60 ���C�r�

STD 涛s(�33#������sH�3��x�������#��3C3��2，03 ���C�R�

年であることが明白に理解できるために数理解析を行った。すなわち、全国高

校と大学の在学者数を単年度に換算し、西暦を4桁にして行った値から、次式

のように回帰方程式と決定係数（R2）を求めた。

高校の在学者数＝695．6－0．0155年……R2＝0．994‥　　　　・（3り

四大の在学者数＝一99．1＋00047年…H R2＝0．969…　　　　・（4，）

この式から理解できるように、高校と四大の在学者数に関する回帰係数は、

それぞれ負－0．0155と正＋0．0047である。高四在比率（＝高校在学者数／四大

在学者数）は、’50では860から減少し、，70では301になり、，90では2．64の約

3割に減少し、’97では1．66と，98では160（約2倍）に減少している。短四在

比率（＝短大在学者数／四大在学者数）は、，50では0．07から増加し、，90では

022になり、’92では0．23のピークになり、それから減少し始め、，97では0．17

と’98では0．16の著しい減少である。この比率は、さらに減少する可能性があ

ー60－



大阪経済法科大学入学志願者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

る。これらの解析は、在学者数の将来を予測するのに責重なデータになるので

ある。

3．大阪経済法科大学の課程別志願者

推薦入学には、入学によって異なっているが、次のように分類できるのであ

る。すなわち、一般推薦試験、スポーツ推薦試験、文化推薦試験、女子推薦試

験、課程別（普通・商業・工業・総合等）推薦試験、指定校推薦試験、特技・

資格推薦試験、一芸一能推薦試験などである。ここでは、普通科と商業科の課

程別に分現して、それぞれの学部に対するチークから解析を行ったのである。

31普通科から経済学部への推薦志願者

普通科から経済学部への志廠者に対して、経年変化と将来の予測するため、

rdJdの上段とダね．才の上段のように表示した。普通科の志顧者は、’90の

5，989名から咋々減少の傾向で、’99になる675名（約112％）となり、2000年に

なるとかなりの減少が考えられる。したがって、近年のうちに、商業科の志願

者とほほ同数になる可能性がある。これらに対して数理解析を行ったのが、次

式のような多項式の回帰方程式と決定係数（R2）である。

繹／普通科の志願者　＝－244Ⅹ2＋3，913Ⅹ－147，679…R2＝0．981…（5）

経／普通科の志願者％＝－0．075Ⅹ2＋12．39Ⅹ－416．3‥R2＝0．991…（6）

統計処更別こよると、平均数は3，503名と標準偏差は2，015である。極端な減少

の対策の一つとして、教育課群の異なる課程別（普通・商業・工業・総合等）

推薦試験に、比例配分とか、あるいは募集定員を定める必要がある。志願者百

分率（ダfg．古　式6）によると、’91年では91％であったのに年々減少して、’99

年ではさらに77％にもドロップしている。志願者の中で、平均85％は普通科で

ある。それなのに、合格率（ダね．の　は’91から’97までは平均85％で、’91から

’94まで減少の傾向で、それからは増大の傾向である。要約すれば、平均志願
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γαbge4　入試年度に対する志願学部と設置別（普通科と商業科）

「風雨α鋸ぶんme花とd郷，ren亡（伽αSuαggyルml～ッαれd伽commerceルmlgッ）

ルr〟ほ　UO d叩αrmeng　几eαCんsc oo　ッeαr」

投国男 � 儿���,ｨ��怩�劍ⅸ��ｼh��怩���

経済学 刹� ��冖ﾈ�ｨ���������8�｢�仂�����"����6ﾘ���
（％） 凵@　】 （名）　（％） 剏絈i率 （％） 

91 92 93 94 95 �5．989　91 5．620　90 5．219　89 4．680　88 3，65185 釘�r�����"�5 4 6 5 5 �"�B�������392　6 439　7 59810 453　8 47911 �����"�R�"�13．3 21 25．9 2519 27．6 

’96 ’97 ’98 ’99 剴(�3田X���2���3S#X�������3#�h�����csX��sr�2 4 2 0 �"�r���#��7 7 7 7 鼎C��"�#S3�2�##C�B��C��r�4 5 9 0 �#��3b�C��Sr�3 7 2 7 

MAX AVG MIN STD 剴X�3塔������8�3S�8��コ�csX��sr�(�3��X��R�4 1 0 0 �#����"���7 5 7 2 鉄塔�x�C��3�����C"��C���h�C���C8��8�3b�鉄r�3���2��B�7 8 3 2 

設置別 剳＝@通　科 劔商　業　科 

法学部 � � � 剿@面合格率 
（名）　　　（％） 凵i％） 凵i名）　　　（％） 凵i％） 

91 92 93 94 95 �#ゴ����2�3#s���釘�#�3(��釘�3�3b�##C���ヲ�2 2 9 1 6 ��R�����2������8 7 6 3 1 ���X��2��#h��2��CH��B��s�R��c�b�4 6 7 1 4 ��X�C"�#h�C"�3x�CR�#X�Cb�3(�Cr�

96 97 98 99 ���C3#X��ビ�scx��ビ�c����ッ�ｧｳ���コ�3 7 6 1 湯�#��#b�c��4 1 1 8 ���(��r�cx��r�Sh����3H��r�4 7 1 8 �3(�C��S8�Cb�c8�Cb�ォ�C��

MAX AVG MIN ST工） �3．270　94 1．934　89 370　85 1．168　3 湯�����b�60 19 9 16 唐���2�2�1718 108　6 34　3 481 �����B���84．8 41．3 15．2 22．0 

設意別 剳＝@通　科 劔傅H��ｼh��怩�

全学部 � 剪�����9iｨﾘxｦ凛b�
（名）　　　　（％） 劍���8�｢���冖ﾈ�ｨ���������8�｢�����8�｢�

91 92 93 94 95 唐�����r�R�．847　92．3 ，89D　92．5 ．15192．0 ．716　89．5 ．899　87．4 �10 8 10 7 8 迭���2�"���497　4 565　5 742　7 624　6 640　8 途�B�R�����1413 23．6 31．7 25．7 30．2 

’96 ’97 ’98 ’99 �4 2 1 1 �#����ス�C2�#�(��ォ�Cb���h���8�CB��CX�����C��澱��B��r�CR�1 4 9 3 鉄S8����3#����#�������3�"�9 6 5 4 �#b�CR�SR�s��7 2 9 3 

MAX AVG MIN STD �8，890　92 5，01187 1，045　81 3，092　4 �5 0 1 1 鼎X�C2��H�Cr�h�C���8�C��都C#�"�Cヨ������8��R�#����"�4 1 4 4 都��3��#2��r�3 8 6 2 
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者百分率は85％で多いのに、平均合格率は85％である。すなわち、平均合格

率は、平均志願者百分率の1割である。それゆえに、合格率の低い大学への志

願は、敬遠されるのか当然である。

3　2　商業科から経済学部への推薦志願者

商業科から経済学部への志願者に対して、経年変化と将来の予測するため、

mb鋸由の上段とダね．4の上段のように表示した。商業科の志願者は、，90の392

名から年々増大し、’93になる598名で最高志願者であった。それからは減少の

傾向で、’99には149名となり、最高期の約25％である。したがって、2000年に

なると商業科高校からの志願者は、100名になる可能性がある。これらに対し

て数理解析を行ったのが、次式のような多項式の回帰方程式と決定係数（R2）

である。

経／商業科の志随者　＝－12．8XZ＋2，387Ⅹ－111，087…R2＝0．854日（7）

経／商業科の志願者％＝0．031Ⅹ2－－4．55Ⅹ十165．6…・・HR2＝0955…（8）

統計処理によると、平均数は381名と標準偏差は143である。志願者百分率

（ダね．古　式8）によると、商業科からは、’91年では6％であったのに、経済

学部とは逆に、年々増大の傾向である。経済学部への志願者で、平均9割は普

通科高校・平均1割は商業科高校からの志願者である。それは、各種の資格が

あるため、合格率の高い大学を選んでいるからである。合格率（ダね．の　は，91

から’99までは、各種の資格習得のため、’91では約1割から，99では約6割まで

合格している。さらに、経済学部志願者の普通科より高い合格率である。入学

年度’91から’99まで一様に放物線状になって増大の傾向である。これは、商業

科から経済学部への推薦者は、確実な生徒を推薦しているのである。各大学の

レベルや合否判定の基準を理解しているからである。

3　3　普通科から法学部への推薦志願者

普通科から法学部への志願者に対して、経年変化と将来の予測するため、

rα鋸由の中段とダわ．イの上段のように表示した。普通科の志願者は、，90の
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y＝－00269Xl十389Ⅹ－369

R】＝0886
経／普通科　　経＊普

y＝－00748Xl＋1239Ⅹ－4162

R2＝09905

経／商業科　　　　　　　　　　　法／商業科

y＝－00308Ⅹし455Ⅹ＋1656　　　　　y＝－00476Ⅹ2＋97Dx－4856

Ri＝0955　　　　　　　　　　　　Ri＝0960

経＊商

’92　　’93　　’94　　’95　　，96　　，97　　■98　，99

入　試　年　度

ダね∂　入試年度と志戯者の百分率との関係

（月eαnDれ鮎Uee花班ee化けα花Cee∬αm乃αねonかcdりeαr

α花dαpp昆Cα花perCgnαge）

’92　　’93　　’94　　’95　　’96　　，97　　，98　　，99

入　試　年　度

ダ柏．β　入試年度と志願者合格率との関係

（月eJ血Onbe亡Mee乃血enとrαnCeeエαmmα加和かCαJッeαr

αmd叩pp～ccαfpααS rrαg）
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ダ柏．7　志願者と志願者百分率との関係

（月eα比0n eか〃een彷eαp〆Cαれ　α几dqppJICαn perCemαge）

2，858名から年々減少の傾向で、’99には370名（約12．9％）となり、2000年にな

ると約1割にになると予測できる。したがって、近年には、商業科の志願者と

ほほ同数になる可能性がある。これらに対して数理解析を行ったのが、次式の

ような多項式の回帰方程式と決定係数（R2）である。

法／普通科の志職者＝－338Ⅹ2＋6，019Ⅹ－264，723…R2＝0913　…（9）

法／普通科の志願者％＝－0．027Ⅹ2＋389Ⅹ－36．9…R2＝0．886…（10）

統計処理によると、平均数は1，934名と標準偏差は1，168である。法／普通科

の志願者は、経／普通科の志願者の半分程度である。志願者百分率（ダね．古

式10）によると、，91年（93％）から’99年（85％）に減少している。法学部へ

の志職者の中で、平均9割は普通科からの志願者である。合格率（ダ柏．釦　とし

て、，91（16％）から，96（9％）までほ減少の傾向で、それからは増加の傾向

である。法／普通科の志願者合格率は、9から61％までの範囲に分布している。
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3　4　商業科から法学部への推薦志願者

商業科から法学部への志願者に対して、経年変化と将来の予測するため、

γα抽才の中段とダわ・才の上段のように表示した。商業科の志願者は、，90の105

名から年々増大し、’94になる171名で最高志願者であった。それからは減少の

傾向で、’99には3緒となり、最高期の20％である。したがって、2000年にな

ると商業科尚校からの志願者は、何名になるのか疑問である。これらに対して

数理解析を行ったのが、次式のような多項式の回帰方程式と決定係数（R2）

である。

法／商業科の志願者　二一49Ⅹ2＋924Ⅹ－43，210・・R2＝0．865・（11）

法／商業科の志願者％＝－0048Ⅹ2＋9・70Ⅹ－485．6・R2＝0960・（12）

統計処項目こよると、平均数は108名と標準偏差は48である。志願者百分率

（鞠・古　式12）は、別年（3％）から99年（8％）のわずかな増大である。

経済学部とは逆の傾向である。経済学部への志願者の中で、平均9割は普通科

高校・平均1割は南野1高校からの志願者である0合格率（鞠．釦として、

別（15％）から’99（85％）に増加の傾向である。法／商業科の志願者合格率

は、15から85％までの高い合格率である。

3　5　普通科からの推薦志願者

普通科からの志朗者に対して、経年変化と将来の予測するため、rα鋸dの

下段と鞠〟の下段のように表示した0普通科の志朗者は、・91の8，847名から

年々減少の傾向で、，鰍こほ1・045名（約118％）となり、2000年になると1，000

名以下になる可能性が予測できる。そのため、いまこそ、十分な対策を検討す

る必要がある0近年には、商業科の志願者とほぼ同数になる可能性がある。こ

れらに対して数理解析を行ったのか、次式のような多項式の回帰方程式と決定

係数（R2）である。

普通科の志願者＝－58Ⅹ2＋9，931Ⅹ－412，402・R2＝0965・　（13）
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統計処理によると、平均数は5，011名と標準偏差は3，092である。普通科の志

願者は、商業科の志願者の10倍以上である。志願者百分率によると、普通科で

は、，91年（92％）から，99年（81％）に減少している。志願者百分率の中で、

平均9割は普通科からの志願者である。合格率として、’96（6％）から’99

（45％）までの範囲に分布している。

3　6　商業科からの推薦志願者

商業科からの志願者に対して、経年変化と将来の予測するため、rd鋸dの

下段とダね．才の下段のように表示した。商業科の志願者は、’91（497名）から

，93（742名）に増大し、それから減少の傾向である。2000年になると100名以

下になる可能性が予測できる。そのため、いまこそ、十分な対策を検討する必

要がある。これらに対して数理解析を行ったのが、次式のような多項式の回帰

方程式と決定係数（R2）である。

商業科の志願者＝－17．7Ⅹ3十3312Ⅹ－154，297…R2＝0．887・・・（14）

統計処理によると、平均数は488名と標準偏差は200である。普通科の志顧者

は、商業科の志願者の15倍以上である。志頗者百分率によると、商業科では、

，91年（5％）から，99年（12％）にわずかな増大の傾向である。志願者百分率

の中で、平均9割は普通科・平均1割は商業科からの志願者である。合格率と

して、，96（14％）から’99（71％）に増大の傾向を示している。

3　7　志願者と志願者百分率との関係

志願者（横軸）の変化と志願者百分率（縦軸）の変化との関係に対して、十

分な対策を検討する必要がある。そのため、この両軸からの相関性を分析する

ため、rα鋸由とダgg．7のように表示した。これらに対して数理解析を行ったの

か、次式のような多項式の回帰方程式と決定係数（R2）である。

経／普通科の志願者％＝7E－09Ⅹ2＋00024Ⅹ十7651…R2＝0．980（15）

法／普通科の志願者％＝4E－07Ⅹ2＋00012Ⅹ＋85．38…R2＝0872（16）
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経済学部の普通科（式16）では、志願者の増大と共に志恋着百分率は、増大

の傾向で、決定係数は0980の高い値である。法学部の普通科（式17）では、

志願者の増大と共に志願者百分率は、経済学部の普通科より大きく、増大の傾

向で、決定係数は経済学部の普通科より小さく0872である。一方、経済学部

への商業科では、志願者と志頗者百分率は、共に小さい値で、一定傾向が見ら

れない。なお、法学部への商業科は、経済学部への商業科よりもなお小さい。

すなわち、商業科から法学部への志願はきわめて少ないことが図解によってよ

り明白に理解できるのである。

3　8　志願者と試験合格率との関係

志願者（横軸）の変化と試験の合格率（縦軸）の変化との関係に対して、十

分な対策を検討する必要がある。そのため、この両軸からの相関性を分析する

ため、rdムJdとダ毎．gのように表示した。ダね．βの上段は、全体の相関関係を

図ホしたのである。普通科から繹済学部と法学部への志噸者は多いのに、経済

学部と法学部の合格率はそれぞれ平均85と199％である。ここで、普通科と

商業科からの試験合格率は、それぞれ147％と388％、その差は241％である。

ダIg．βの下段は、志願者数を横軸5，000名以下にプロットしたものである。これ

によって、各学部と設置別（普通科と商業科）との関係は、ト分に理解できる

のである。

3　9　志願者の百分率と試験の合格率との関係

志願者の百分率（横軸）の変化と試験の合格率（縦軸）の変化との関係に対

して検討を行った。そのため、この両軸からの相関性を分析するため、7もむJd

とj円伊．タのように全体の相関関係を図示したのである。課程別の普通科と商業

科から経済学部と法学部への百分率は、それぞれダfg．クの右側と左側に分布す

ることが明白に理解できる。ここで、志願者の百分率は、20から75％を境界に

して左側と右側にクループされている。商業科の試験合格率では、普通科の試

験合格率より高い合格率である。
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「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

法＊商 

商業科 

△ 経＊商 ● 　法＊普 

● ロ　　　●　　　　　　　　　　　普通科 

払　△　　摘　　　□　　　　　●● 

0　　1000　　2000　　3000　　4000　　5000　　6000　　7000　　8000　　9000

志　願　者（名）

法＊商 転経＊商法＊普 

□×経＊晋0▲ 　　　　　　　　0　　0 

0　　500　1000　1500　2000　2500　3000　3500　4000　4500　5000

志　願　者（名）

ダ匂．β　志願者と試験の合格率との関係

（月e£地On be如ee乃よねepαgg rα亡e q／〃ほfesとαndf九g叩pZICα花王）
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「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

［】 法＊商◆ 

ワ　商業科 
× ロ　　　　　　　　　　　　　　　法＊普 

普通科・ミ 

妻×経＊商　竿＊晋起 

0　　10　　　20　　　30　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　100

志願者の百分率（％）

ダね．タ　志頗者の百分率と試験の合格率との関係

（月eα加n beuee乃兢epαSS rαeげ

摘epgrce几αgeαmd比丘　扉班e qp〆けαれ乙）

4．各大学の9付属高校の分析5　6）

41大阪府下における9大学付属高校の志願者

志願年度の期間（’94～’99）中の9大学付属高校名と志願者との関係は、

b鋸e古の「段のとおりである。各地区の高校に関する志願者と平均を分類す

ると、つぎのとおりである。

吹田市の人阪学院入学　　（志願者　0～29名・平均14名）、

旭区の大阪上業大学　　　（志願者22～58名・平均37名）、

城東区の大阪産業大学　　（志願者25～183名・平均104名）、

東大阪市の大阪商業大学　（志職者15～79名・平均58名）、

泉南郡の大阪体育大学浪商（志願者15～79名・平均58名）、
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大阪経済法科大学入学志願者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）
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大阪経済法科大学入学志願者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

守口市の大阪電気通信大学（志願者21～60名・平均39名）、

東大阪市の近畿大学附属　（志願者　8～41名・平均19名）、

松原市の阪南入学　　　（志願者22～101名・平均64名）、

堺市の大阪商業大学堺　（志願者15～79名・平均58名）、

今後、大学側では、各大学における付属高校との関係がより大切な課題であ

る。上記大学の付属高校は、当面は全員入学できる可能性はないため、その対

策を検討する必要がある。この6年間に志願者の中で、上位ランクを占めてい

る4高校は、①大阪産業大学（平均志願者104名）、②阪南大学（平均志願者

64名）、③大阪商業大学（平均志願者58名）、④大阪商業大学堺（平均志職者58

名）である。ここでは、ダfg．J〃から志願者の傾向をモデル化して分析を行っ

た。入試年度が進むにつれ、志願者の増減を検討した。

第1モデル（のこぎりタイプ・隔年現象タイプ）では、入試年度が進むにつ

れ、志願者は減少と増大あるいは増大と減少を繰り返す傾向である。この傾向

に近い付属高校は、大阪体肯大学浪商および阪南大学の2高校である。第2モ

デル（逆Uタイプ）では、入試年度が進むにつれ、志願者は増大し、それから

減少する傾向である。この傾向に近い付属高校は、大阪学院大学・大阪工業大

学および大阪商業大学の3局校である。第3モデル（下降タイプ）では、入試

年度が進むにつれ、志願者は減少する傾向である。この傾向に近い付属高校は、

人阪産業人草・人阪電気通信大学・近畿大学附属および大阪商業大学堺の4高

校である。

4　2　大阪府下における9大学付属高校の合格者

志願年度の期間（’94～’99）中の9大学付属高校名と合格者との関係は、

弛みJdの小段とおりである。各地区の高校に関する合格者と平均を分類する

とっきのとおりである。すなわち、①大阪学院大学（合格者0～7名・平均3

名）、②大阪1一業大学（合格者3～13名・平均6名）、③大阪産業大学（合格者

4～19名・平均9名）、④大阪商業大学（合格者2～11名・平均6名）、⑤大阪

体育大学浪繭（合格者1～8名・平均4名）、⑥大阪電気通信大学（合格者1

～9名・平均4名）、⑦近畿大学附属（合格者3～8名・平均5名）、⑧松原市
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1995　　　　　1996　　　　　1997

入　試　年　度

ダ毎．加入試年度に対する付属高校の志願者

（AppglCαn！〆bebng乙花gんIg／Z SC／100g亡0

班genrαれCe e∬αm几αhom♪ざCα　ツeαr）

1998　　　　　1999

の阪南大学（合格者4～15名・平均10名）、⑨堺市の大阪商業大学堺（合格者

3～6名・平均5名）である。この6年間に合格者の中で、上位ランクを占め

ている4高校は、阪南大学（平均合格者10名）、②大阪産業大学（平均合格者

9名）、大阪商業大学（平均合格者6名）、④大阪工業大学（平均合格者6名）

である。ここでは、ダgg．JJから合格者の傾向をモデル化して分析を行ったの

である。入試年度が進むにつれ、合格者の増減を検討した。

第1モテル（のこきりタイプ・隔年現象タイプ）では、入試年度が進むにつ

れ、合格者は減少と増大あるいは増大と減少を繰り返す傾向である。この傾向

に近い付属高校は、大阪工業大学・大阪産業大学・近畿大学附属・阪南大学お

よび大阪商業大学堺の5高校である。このモデルの中で、大阪工業大学および

阪南大学は、5．1のモテルと類似している。第2モテル（逆Uタイプ）では、

入試年度が進むにつれ、合格者は増大し、それから減少する傾向である。この
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「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

1995　　　　　1996　　　　　1997

人　試　年　度

1998　　　　　1999

ダ柏．〟　入試年度に対する付属高校の合格者

（5比CCe吋kJcαnddα紬扉加われgng九gわ

ざCんou～　0兢e enrmCe eズαmnα加0m♪ざCα　ツeαr）

傾向に近い付属高校は、大阪学院大学と大阪商業大学の2高校である。このタ

イプは、51と同様な傾向である。第3モデル（Uタイプ）では、入試年度

が進むにつれ、合格者は減少し、それから増大する傾向である。この傾向に近

い付属高校は、大阪電気通信入学の高校のみである。

4　3　大阪府下における9大学付属高校の合格率

志願年度の期間（’94～’99）中の9大学付属高校名と合格率との関係は、

7七独房の下段とおりである。各地区の高校に関する合格率と平均を分類すれ

ば、つぎのとおりである。すなわち、①大阪学院入学（合格率0～100％・平

均32％）、②大阪工業大学（合格率6～30％・平均16％）、③大阪産業大学（合

格率3～35％・平均13％）、④人阪商業大学（合格率3～27％・平均14％）、⑤

大阪体育大学浪繭（合格率8～33％・平均15％）、⑥大阪電気通信大学（合格
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大阪経済法科大学入学志願者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

一一一一大院大 

＋大工大 
－△一大産大 

一朝一一人商大 

一☆一大体大 

一・一一電通大 

－トー近親大 

－阪南大 

一一・大南大堺 

1995　　　　　1996　　　　　1997

入　試　年　度

F紬．72　入試年度に対する付属高校の合格率

（PαSg rα紬q／beo托gngん堵ん5Cん00　わ

班e edm几Cee∬αmnαれ0m／βCα　yeαr）

1998　　　　　1999

率2～43％・平均13％）、⑦近幾大学附属（合格率14～89％・平均41％）、⑧阪

南大学（合格率4～55％・平均23％）、⑨大阪商業大学堺（合格率5～30％・

平均12％）の合格率の中で、上位ランクを占めている4高校は、近畿大学（平

均合格率41％）、②大阪学院大学（平均合格率32％）、③阪南大学（平均合格率

23％）、④大阪工業大学（平均合格率16％）である。ここでは、ダね．12から合

格率の傾向をモデル化して分析を行ったのである。入試年度が進むにつれ増減

を検討した。

第1モデル（のこぎりタイプ・隔年現象タイプ）では、入試年度が進むにつ

れ、志願率は増大してから減少しを繰り返す傾向である。この傾向に近い付属

高校は、大阪学院大学・大阪工菜大学・大阪産業大学の3高校である。このモ

デルは、5　2の大阪工業大学・大阪産業大学と類似している。第2モデル

（Uタイプ）では、入試年度が進むにつれ、合格率は減少し、それから増大す

－76－
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大阪経済法科大学入学志鮎者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

る傾向である。この傾向に近い付属高校は、大阪体育大学狼商および大阪電気

通信大学の2高校である。このモデルは5　2の大阪電気通信大学と窺似して

いる。第3モデル（増大タイプ）では、志願率は入試年度が進むにつれ、増大

する傾向である。この傾向に近い付属高校は、大阪商業大学・近畿大学付属お

よび大阪商業大学堺の3高校である。

5　おわ　り　に

大学の使命と目的は、第1に多彩な学習をさせるため、多彩な教員と内容を

用意しなければならないことである。第2に高い人格者の育成のため、教員と

職員がハイレヘルの教養人として人格を磨くことである。第3にユートピア社

会形成のため、ボランティア精神を強化すべきである。これらを実現するため、

次のような特色を備える必要がある。すなわち、①国際化の大学、②高度情報

化の大学、③資格養成の大学、④教養の大学、⑤熱心な教育の大学（教育者の

育成）、⑥高いレヘルの研究大学（研究者への大学）およひ⑦専門化育成への

大学（専門家養成の大学）なとである。これらを実現するためには、各種の情

報を分析し、活用できる能力が要求されるのである。ここでは、その一端を要

約する。

5．1高校と大学の在学者の分析

円本全国の高校・短大・四大に関する学校数・教員数・在学者数を対象とす

る報告書の中で1950年から始まり1998年までのテ一夕をコンピュータにより処

理を行った。その主たる内容を要約する。学校数は、年代が進むにつれ、高校

と短大は減少しているのに、円大は次第に増加する傾向である。昨年から短大

は廃校のところが現れ、いずれは、四大も競争の中で整理される可能性が高い。

教員数と在学者数は、年々減少しているのに、四大は増加の傾向である。

5　2　大阪経済法科大学推薦入学の情報分析

①　普通科から法学部への推薦は、’90の2，858名から年々減少の傾向で、，99は

－77－



大阪経済法科大学入学志願者

「推薦（1991－1999）と付属高校（1994－1999）」の統計解析（沢）

370名（約12．9％）となり、2000年になると約1割になると予測できる。回帰

式は－33．8Ⅹ2＋6019Ⅹ－264723である。

②　商業科から法学部への推薦は、’90の105名から年々増大し、，94は171名で

最高志願者であった。それからは減少の傾向で、’99は34名である。回帰式

は¶49Ⅹ2＋924Ⅹ－43210である。

③　普通科からの推薦は、’91の8，847名から年々減少の傾向で、，99は1，045名

（約118％）となり、2000年になると1，000名以下になる可能性が予測できる。

回帰式は－582Ⅹ2＋9931．5Ⅹ－412402である。

④　商業科からの推薦　商業科の志願者は、，91（497名）から，93（742名）に

増大し、それから減少の傾向である。2000年になると100名以下になる可能

性が予測できる。回帰式は一17．7Ⅹ2＋33116Ⅹ－154297である。

⑤　志願者と志職者百分率との関係では、経済学部の普通科では、志願者の増

大と共に志願者百分率は、増大の傾向である。法学部の普通科では、志願者

の増大と共に志願者百分率は、経済学部の普通科より大きく、増大の傾向で

ある。一方、経済学部への商業科では、志願者と志願者百分率は、共に小さ

い値で、一定傾向が見られない。

⑥　志願者と試験の合格率との関係では、普通科から経済学部と法学部への志

願者は多いのに、経済学部と法学部の合格率はそれぞれ平均8．5と19．9％で

ある。ここで、普通科と商業科からの試験合格率は、それぞれ14．7％と388

％、その差は241％の26倍である。

⑦　志願者百分率と試験合格率との関係

課程別の普通科と商業科から経済学部と法学部への百分率は、それぞれ右側

と左側に分布している。志願者百分率は、20から75％を境界にして左側と右

側に分類している。商業科の試験合格率では、普通科の試験合格率より高い

合格率である。

5　3　大学付属高校からの志願者分析

大阪府下における9大学付属高校の志願者　この6年間に志願者の中で、上

位ランクを占めている4高校は、大阪産業大学、阪南大学、大阪商業大学およ
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び大阪商業大学堺である。志願者の傾向をモデル化して分析を行った。入試年

度が進むにつれ、志願者の増減を検討した。第1モデル（のこきりタイプ・隔

年現象タイプ）は、大阪体育大学浪商および阪南大学の2高校である。第2モ

デル（逆Uタイプ）は、大阪学院大学・大阪工業大学および大阪商業大学の3

高校である。第3モデル（下降タイプ）は、大阪産業大学・大阪電気通信大学・

近畿大学附属および大阪商業大学堺の4高校である。

大阪府下における9大学付属高校の合格者　この6年間に合格者の中で、上

位ランクを占めている4高校は、阪南大学、大阪産業大学、大阪商業大学およ

び大阪‾［業大学である。第1モデル（のこぎりタイプ・隔年現象タイプ）は、

大阪工業大学・人阪産業大学・近畿大学附属・阪南大学および大阪商業大学堺

の5高校である。第2モデル（逆Uタイプ）は、大阪学院大学と大阪商業大学

の2高校である。第3モテル（Uタイプ）は、大阪電気通信大学のみの高校で

ある。

大阪府下における9人学付属高校の合格率　この6年間に合格率の中で、上

位ランクを占めている4高校は、近畿大学、大阪学院大学、阪南大学おおび大

阪工業大学である。第1モデル（のこきりタイプ・隔年現象タイプ）は、大阪

学院大学・大阪工業大学・大阪産業大学の3高校である。第2モデル（Uタイ

プ）は大阪体育大学浪商および大阪電気通信大学の2高校である。第3モデル

（増大タイプ）は大阪商業大学・近畿大学付属および大阪商業大学堺の3高校

である。
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